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ク
ロ
モ
ジ
類
の
特
徴
と
利
用

ク
ス
ノ
キ
科
の
落
葉
低
木
で
あ
る
ク
ロ
モ
ジ

（Lindera um
bellata

）
写
真
１

と
そ
の
類
縁
種
（
ク

ロ
モ
ジ
類
）
は
、
北
海
道
南
端
か
ら
九
州
に
か
け

て
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
樹
皮
の
つ
い
た
枝

や
材
を
加
工
し
て
作
ら
れ
る
爪つ

ま

楊よ
う

枝じ

写
真
２

は
、

高
級
品
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ク
ロ

モ
ジ
類
の
一
番
の
特
徴
は
何
と
い
っ
て
も
そ
の

香
り
の
よ
さ
で
、
爽
や
か
で
フ
ロ
ー
ラ
ル
な
香

り
か
ら「
和
製
ハ
ー
ブ
」と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
香
り
成
分
は
、
特
に
枝
や
幹
の
樹
皮
部
分

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

香
り
は
「
十
本
十
色
」

ク
ロ
モ
ジ
類
の
芳
香
は
、
数
十
種
類

の
香
り
成
分
、特
に
テ
ル
ペ
ン
類
（
▼
注
１
）

と
呼
ば
れ
る
化
合
物
群
図
１

が
複
合
的

に
混
ざ
り
合
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
同
じ
ク
ロ
モ
ジ
類
で
も
、

東
日
本
に
自
生
す
る
ク
ロ
モ
ジ
や
オ
オ

バ
ク
ロ
モ
ジ
の
樹
皮
は
リ
ナ
ロ
ー
ル（
柑

橘
や
花
の
香
り
）
を
多
く
含
み
ま
す
が
、

西
日
本
中
心
に
自
生
す
る
ケ
ク
ロ
モ
ジ

に
は
リ
ナ
ロ
ー
ル
が
少
な
く
、
酢
酸
ゲ

ラ
ニ
ル
（
甘
い
果
実
様
の
香
り
）
等
を
多

く
含
み
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
樹
種
で
も
自
生
す
る
地

域
に
よ
っ
て
特
徴
が
異
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
樹

皮
の
つ
い
た
ク
ロ
モ
ジ
の
枝
部
に
含
ま
れ
る
香

り
成
分
（
テ
ル
ペ
ン
類
）
を
複
数
の
地
域
間
図
２

で
比
較
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
潟
県
佐
渡

島
や
島
根
県
隠
岐
諸
島
と
い
っ
た
、
日
本
海
側

の
一
部
の
離
島
に
自
生
す
る
集
団
が
極
め
て
ユ

ニ
ー
ク
な
香
り
成
分
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
地
域
の
ク
ロ
モ
ジ
は
香
り
成
分
の

量
が
多
く
、
組
成
も
ジ
ヒ
ド
ロ
カ
ル
ボ
ン
（
甘
い

ミ
ン
ト
様
の
香
り
）
を
主
体
と
す
る
珍
し
い
も
の

で
し
た
。
現
在
、
よ
り
詳
細
な
分
析
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
千
葉
県
房
総
半
島
で
行
っ
た
個
体

写真２　クロモジの爪楊枝
樹皮を残した枝や材から高級爪楊枝が作られる。樹皮

に細工を施した千葉県君津市の「雨城楊枝」は、千葉県

の伝統工芸品に指定されている。

写真１　自生するクロモジ（L. umbellata）
スギ林の林床などの風通しの良い半日陰でその姿を目にすることができる。

図３　同一地域に自生するクロモジ枝部に含まれる香り成分
千葉県君津市の１地点を抜粋。個体ごとに成分組成に個性があり、その特徴は季節を通して大きく変わらず維持

されている。　（Kusumoto et al. 2022を一部改変）

ら
つ
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ク
ロ

モ
ジ
類
の
さ
ら
な
る
利
用
に
は
科
学
的
デ
ー
タ

の
蓄
積
が
不
可
欠
で
す
。
香
り
成
分
の
分
析
や

品
質
管
理
、
用
途
に
応
じ
た
使
い
分
け
を
進
め

る
こ
と
で
、
ク
ロ
モ
ジ
類
の
魅
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
持
続
的
な
利
用
と
新
た
な
価
値
創

出
に
繋つ

な

げ
る
べ
く
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

図１　クロモジ類に含まれる主な香り成分
クロモジ類の香りは、数十種類のテルペン類（香り成分）から構成される。

％
／
乾
燥
重
量

シリーズ◉研究の森から

研究の森から森川 卓哉　Morikawa Takuya

森林資源化学研究領域

「和製ハーブ」
クロモジ類の香りは
個性豊か

Q1. なぜ研究者に？
　大学卒業後はしばらく研究から離れていた

のですが、大学の恩師の助言や先に研究者の

道に進んでいた友人の姿を見て、研究者を目

指そうと思いました。

Q2. 影響を受けた本や人など
　物理学者で随筆家でもある寺田寅彦が好き

で、今でも時々短編集を読み返します。「茶碗
わん

の湯気から空の成り立ちを考える」など、身近

な日常の中から科学を見いだす着眼点は、研究

者として大変勉強になります。

Q3. 研究の醍
だい

醐
ご

味
み

は？
　森林や木材の分野に限りませんが、伝統的

な技術や製法には先人たちが積み重ねてきた

知識や経験に基づく科学が隠れています。分

析技術が発展した今だからこそ、科学的な視

点からその魅力を再発見したいと思っていま

す。

Q4. 若い人へ
　別の分野や業界での経験が今の研究の幅を

広げてくれたように思います。ぜひ分野にと

らわれず色々なことに挑戦してください。

▶注1

テルペン類：5個の炭素からなるイソプレン

単位が複数個結合した化合物群で、自然界

に多く存在する。

Kusumoto N, Morikawa T, Hashida K, 

Matsui N, Ohira T (2022) The variability 

of terpenoids and flavonoids in native 

Lindera umbellata  from the same region, 

J. Wood Sci.,68, 58.

図２　クロモジに含まれる香り成分の調査地
国内に自生するクロモジに含まれるテルペン類の組成と含有量を地域間で比較した。佐

渡島や隠岐諸島といった一部の離島で大きく組成が異なる。

レ
ベ
ル
の
調
査
で
は
、
同
じ
生
育
地
で
隣
り
合

う
個
体
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
成
分
組
成
に

個
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
図
３

。
ク

ロ
モ
ジ
は
こ
れ
ま
で
、
同
じ
生
育
環
境
で
あ
れ

ば
ど
の
個
体
も
同
じ
よ
う
な
香
り
成
分
が
含
ま

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
は

個
体
ご
と
に
個
性
を
持
つ
、
言
う
な
れ
ば
「
十

本
十
色
」
の
香
り
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。

　

樹
木
に
含
ま
れ
る
香
り
成
分
は
、
人
が
感
じ

る
香
り
を
特
徴
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の

防
御
機
構
や
他
生
物
と
の
相
互
作
用
に
も
関
与

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
多
様
な
香
り
は
、
環

境
に
適
応
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
生
存
戦
略
に

か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ク
ロ
モ
ジ
類
の
利
用
拡
大
に
向
け
て

　

香
り
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
ク
ロ
モ
ジ
類
の

魅
力
で
あ
る
一
方
、
利
用
の
際
に
は
品
質
の
ば

一部の離島で
ユニークな香り組成

酢酸ゲラニル ゲラニオール 1,8-シネオール リナロール
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